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糸満市風景づ くり計画

ジ ョーグワー及び国道 331号沿道景観形成重点地区
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平成 27年 3月  糸満市



はじめに

「糸満市の風景」としヽう時ます何が思い浮かdでしょうダ〕`。

糸満ハーレーや大綱ヨ|き声ょど旧暦文化を大切にした暮らし、摩文仁の丘に代表される市内の戟跡とそこヘ

集う人′マのいのり、たくまししヽアンマーたちの笑しヽ声が飛び交うマチグヮーの賑わい、変化に富んだ島尻地

形に広がるさとうきび畑などのなりわい 。・・

糸満市には独特の歴史文化と自然の環境があり、個性豊かな暮らしや産業の風景があふれてしヽます。しか

し一方では、様′マな社会状況の変化によってそれらが急速に失われつつあります。

つ後の糸満市の風景を考えた時、その風景の魅力にどのように気づき、會り、つくり、そして育て、活か

すかを者えること、それらを市民、事業者・各種団体、行政が協働で実践することがけ要です。

糸満市では、住みよしヽまらづくりを進める上で、これまでに培われてきた産業や人をつ声ょげてしヽくことが

求められてしヽるものという課題に基づき、第 4次総合計画におけるまちの基本理念及び将来像を「ひかりと

みどりとしヽのりのまち 。つながりの豊かなまち」としています。

「つながり」は、生命の連鎖、物質循環、支え合い、助け合い、連携などを含んでおり、その達成や充実

は結果として、市民が「誇りに思える風景」に結びつくと考えると、この埓来像の実I見のためには「風景づ

くり」が欠かせないといえます。

こうした背景を踏まえ、糸満市においては、平成 26年 3月に「糸満市風景づくり計画」を策定し、地域

の港性化や生活環境の向上に結びつく総合的な風景づくりを推進しています。

その中で、本市における風景づくりの先導的な地区として、糸満景観形成重点地区を位置づけ、国道や□

―タリーをはじめとした′△`共空間の整備とあわせて、新しく生まれる街並みの風景づくりに取り組んでしヽま

す。

本書は、糸満地区で住宅戸ょどを計画する建築土の皆さまを支」象に、本地区の景観形成基準 (風景づくり面

からのまちづくりのルール)についての具体的な解説書として作成しました。

糸満景観形成重点地区の景観形成基準は、地域のレ白しさんとともに、3年の年月をア〕`けたきめ細やかな対話

の中で作り上げてきたものです。しかし、基準の中には抽象的な内容についてどのように対廟すべきか、ま

た様′マなケースを想定した場合の解釈がわかりにくいといつたものもあります。そのような基準について

は、できる限り具体的な解説を提示してしヽます。

また、◆後の運用においては、さらに想定していないケースヘの対応といつた事態も者えられることか

ら、本書の内容については、継続的に追加修正を図りながら充実を図つていきたいと者えております。

なお、本書において解説する景観形成基拳は、町すいしも画一的なデザインのまらなみに揃えていくという

主旨のものではありません。あくまでこの基準を守りながら、個周」のデザインについてはlttl性豊かな本地区

の新ししヽまちだょみを構成する建築が生み出されていくことを願つております。

風景づくりは長い時間をかけて取り組んでしヽくものです。ぜひこのガイドラインの活用を通して、地域の

皆様や事業者のレ曽さまとともに、新しい糸満市の顔となる本地区の風景づくりに取り組んでしヽきましょう。



第 1章 景観形成重点地区について

1-1.景観形成重点地区の位置づけ

1.景観形成重点地区とは

景観形成重点地区 (以下重点地区)は、本市を代表する優れた風景を有し、その風景の保全を確

実に行 うことを必要とする地区、新しい糸満市の顔としての風景を形成していく地区、またその風

景が将来における地域振興に寄与する可能性が高いと見込まれる地区を景観形成重点地区として指

定するもので、本市の風景づくりを牽引する役割を担います。

重点地区の選定にあたつては、市民アンケー トの結果や地区部会での意見をもとに挙げられた候

補の中から、糸満市への多くの来訪者にとつての玄関日となるということ、また、道路拡幅により

大幅な景観の更新が予想される以下の 2地区を指定することとします。

i)ジ ョーグヮー景観形成重点地区    
“

)国道331号沿適景観形成重点地区

2.景観形成重点地区の方針

重点地区では、糸満らしさを印象付け本市の風景づくりを先導していくために、重点地区の景観

形成方針を定めます。

・歴史や文化を色濃く残すジョーグヮーやカーを活かしながらも、伝統と生活の豊かさが共に享受

できるまちを創つていきます。

・山厳毛から見える漁港やハーレーの旗振りなど、海との関係性の上に築かれてきた風景を守って

いくために、建築物の高さなどを適正に誘導します。

・ハーレーや大綱引きの背景にふさわしい、街なみを創出するための風景づくりを行いま丸

。赤瓦の連なる宇糸満の伝統的な街なみの創出を図ります。
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・沿道に潤いを与えるための緑化を推進し、公共空間と民有地が一体となつた風景づくりを行いま

す。

・糸満市の玄関口として、県内で唯一残されたロータリーを中心とした顔づくりを行い、人が行き

交う賑わいを創出するための風景づくりを行います。

・山厳毛から見える漁港やハーレーの旗振りなど、海との関係性の上に築かれてきた風景を守って

いくために、道路などの公共空間や建築物の高さなどを適正に誘導します。

・白銀堂をはじめとした歴史的な風景との調和を図ります。

・赤瓦の連なる宇糸満の伝統的な街なみの創出を図ります。

・電線類の地中化により整然とした街なみをつくりだします。

3.景観形成重点地区の位置と範囲

※計画地が景観形成重点地区とそれ以外の区域 (エ ジア)の境界となる際には、適用される基準が

これから解説するものと異なる場合があります。その場合は、担当課までお問い合わせくださ

い 。

※国道 331号沿道景観形成重点地区の範囲は、国道 331号の道路拡幅後の道路境界部よリジョーグヮー

側については 25m以内の範囲、それ以外は 15m以内の範囲をとしています。

2

T 自

字
糸
湾

エ
リ
″



第 2章 届出について

2-1.届出対象行為

対象となる行為 対象規模

①
建
築
物
の
建
設
な
ど
※
１

建築物の新築、増築、改築又は移転の場

口

建築確認が懲要なもの

外観を変更することとなる修繕若しくは

模様替え又は色彩の変更の場合
見付面積が 司O∬以上のもの

②
工
作
物
の
建
設
な
ど
※
１

塔状工作物類・遊脱t施設類※2 高さ 10mを超えるもの (ただし電柱を除く)

製造施設・貯戯施設・処理施設 。自動車車

庫など

高さ 10mを超えるもの、又は築造面積 5∞ 浦

以上

垣、柵、塀類 高さ2mを超えるもの

橋梁・ 歩道橋・ 高架道路類 延長 20mを超えるもの

墓園類 墓園類で、築造面積 300浦以上のもの

太陽光発電設備など パネル面積の合計が 50席を超えるもの

③開発行為 面積 500ド以上、又は切土又は盛上によつ

て生する法面若しくは擁壁の高さが2m以上

のもの
④土地の開墾及びその他の土地の形状の変更

⑤木竹の伐採 植栽、伐採面積が500浦以上のもの

⑥屋外における物件の堆積
姓積を行う土地面積の合計が娃積規模 500

∬以上、又は堆積の高さ4mを超えるもの

⑦水面の埋立て、千拓 面積 100ド以上のもの

③特定照明

届出が懲要な建築物及び工作物について、夜

間において公衆の観覧に供するため、一定の

期間継続して建築物その他の工作物又は物件

の外観について行う特定照明の新設、増設、

改設若しくは移設又は色彩などの照明方法の

変更

※1:新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の

変更

※2:例 )電波塔、物見塔、装飾塔類/煙突、排気塔類/高架水槽、冷却塔類/鉄筋コンクリート造

の柱、金属製の柱、合成樹脂製の柱、アンテナ類/観覧車、飛行塔、コースター、ウォーターシ

ュート、メリーゴーラウンド類/アスフアル トプラント、コンクリートプラント、クラッシャー

プラント類/石油、ガス、液化石油ガス、穀物、飼料などを貯蔵し、または処理する施設類/

自動車車庫の用に供する芝体的な収納施設類/汚水処理施設、ごみ処理施設、汚物処理施設、

排水処理施設類/彫像、記念碑類/汚水 。ごみ処理施設類/風力発電施設
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2-2.届出の流れ

|― ⑫中田検査 (変更申講)※
3

⑬完了層※3

※1 変更命令は、届出対象行為のうち、特定届出対象行為 (建築物 L工作物の形態 E意匠に関

する行為)に適用されます。

※2 公表は、糸満市風景づくり条例の条例違反として、施主である事業者の名称、事実等を告示

します。具体的には市が告示した文書を、糸満市のホームページや掲示板等に掲載します。

※3 完了届は建築確認申請機関によるものとは別になります。

①事前相島((糸消市役所建設椰都市計画課へ)

・届出対象や提出書類を確認します
。場所、方針、基準を確認します

②事前協議 (糸満市役所建設部都市計画課へ)

早方針等を満たしているか協議を行います

③行為の層出 (糸満市役所題受部部市計画課へ)

。着手の30日 前までに届出が必要です

④嚇査
・基準に邁合しているか審査いたします

⑥助言 色指導
・爪虹観審議会または景観アドハ・イサ・中に

よる助言・指導を行います
※必要に応 して

◎公表※2

⑥題合通知

⑩建築確認申隋

①行為の着手
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2-3.届出対象行為の解説

①建築物の建設など

②工作物の建設など

行為 対象となる行為 対象規模

建築物の新築、増

築、改築若しくは

移転、外観を変更

することとなる

修繕若 しくは模

様替え叉は色彩

の変更

建築物の新築、増

築、改築又は移転

の場合

建築確認が必要なもの

(都市計画範囲内であるため全て)

外観を変更する

こととなる修繕

若 しくは模様替

え又は色彩の変

更の場合

見付面積が 10ピ

以上のもの
1 0 nl以 上

※見付面積 :壁面毎の垂直投影面積

行為 対象となる行為 対象規模

工作物の新築、増

築、改築若しくは

移転、外観を変更

することとなる

修繕若 しくは模

様替え又は色彩

の変更

塔状工作物類・遊

戯施設類※1

高 さ 10mを超え

るもの (ただし電

柱を除く)

高さ
10m

製造施設・ 貯蔵施

設・処理施設・自動

車車庫など

高 さ 10mを超え

るもの、又は築造

面積 500だ以上 高さ
10m

鰤 ≧§。③」J'l
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行為 対象となる行為 対象規模

工作物の新築、

増築、改築叉は

移転の場合

垣、柵、塀類 高 さ2mを超 え

るもの
高さ
2:主1

橋梁・歩道橋 。高

架道路類

延長 20mを 超 え

るもの I!|

延長 20mを超える

墓園類 墓園類で、築造面

積 300だ以上の

もの

複数の墓地が立地している墓圃で

全体の面積が 3∞ 席以上

太陽光発電設備

など

パネル面積 の合

計が 50ポ を超え

るもの

パネデ 50 る

※1:例 )電波塔、物見塔、装飾塔類/煙突、排気塔類/高架水槽、冷却塔類/鉄筋コンクリート造の柱、金属製

の柱、合成樹脂製の柱、アンテナ類/観覧車、飛行塔、コースター、ウォーターシュート、メリーゴーラウンド類/ア

スフアルトプラント、コンクリートプラント、クラッシャープラント類/石油、ガス、液イし石油ガス、穀物、飼糾な

どを貯戯し、または処理する施設類/自動車車庫の用に供する立体的な1又納施設類/汚水処理施設、ごみ処理施

設、汚物処理施設、排水処理施設類/彫像、記念碑類/汚水・ ごみ処理施設類/風力発電施設

③開発行為④土地の開墾及びその他の土地の形状の変更

行為 対象規模

開発行為 面積 500ポ以

上、又は切土又

は盛上によつて

生ずる法面若 し

くは擁壁の高さ

が 2m以上のも

の

離
２ｍ

蜘 耐

土地の開墾及び

その他の土地の

形状の変更
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⑤木竹の伐採

⑥屋外における物件の堆積

⑦水面の埋立て、千拓

③特定照明

行為 対象規模

木竹の伐採 植栽、伐採面積

が 500ポ以上の

もの

値栽・伐採面積 5∞ ド以上

行為 対象規模

屋外における物

件の蛙積

堆積を行 う土地

面積の合計が堆

積規模 500だ以

上、又は堆積の

高さ4mを超え

るもの

謂以上

行為 対象規模

水面の埋立て、千

拓

面積 100∬以上

のもの

行為 対象規模

特定照明 届出が必要な建築物及び工作物について、夜間において公衆の観覧に供する

ため、一定の期間継続して建築物その他の工作物又は物件の外観について行

う特定照明の新設、増設、改設若しくは移設又は色彩などの照明方法の変更
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第 3章 景観形成基準の解説

3-司 。景観形成基準の構成

①ジョーグヮー景観形成重点地区

1.建築物 。工作物 ページ

(1)
配置・高さ

■山賤毛から漁港への眺望を阻害したょい高さ・配置となるように努め、その高さは屋上部

に設ける建築設備を含めて、10m以下とする。

※ただし、公益上やも`を得ない理由 (津波避難ビル指定を前提とした計画など)又はその他市長が認

める理由がある場合で、高さ制限を緩和しても風景づくり計画の方針に則り良好な風景の形成を図

ることができると認められる場合は、高さ制限の緩和を受けるこ る。

11

10

■太陽光パネルを設置する場合は、周辺の風景との調和に配慮するとともに、道路や′△`園な

どの公共の場所から目立たないよう固3置などを工夫する。

(2)
意匠 素材

■山頗毛や自銀堂などの歴史環境や背景となる漁港の風景に固B慮 し、外壁に自然素材を使

用するなど、街なみに調不8した風景を形成するように努める。
11

■建築物の目憮朗物犬について|よ 原則として赤瓦馴 己屋本艮と臥 冑棟を可能な限り採用す乙 11

(3)
色彩

日外壁の基調色はマンセルカラーパレットにおいて、5R～ 5Yで明度8以上、彩度2以

下とする。
13

■アクセント ―については、壁面の垂直投影面積の刊0%索描においてその限りではない。

ただし―円主宅においては壁面の垂直投影面積の5%飛満とす晟
14

■屋根の基調色はマンセルカラーパレットにおいて、R、 YRで明度4以上7以下、彩度

4以上8以下とする。なお、剣配屋根についてのみ適用するものとする。
14

(Z4)

敷地・外構

田道路に面する塀などの外構部などの仕上げ本オについては、琉球石灰岩の相方積みもしく

は切り石張りとするように努める。
15

■柵などを設置する際は、可能な限り道足各芦見界線から後退させ、解放された′ム`其性のある

空間づくりに努める。
15

■プロック塀やコンクリート塀、金網など、自然素材でない無機質な本オ料を使用する場合

は、塗装などによる修景に努める。
16

■可能な限リヒンプンを設置する。 16

■玄関アプローチ部については、可能な限り琉球石灰岩切り石張りとする。 17

日隣地境界部に塀や柵を設置する場合は、圧迫感を与えない高さとするように努める。 17

(5)
緑化

■駐車場については周辺からの見えアjに配慮し、道路境界付近への植栽、外周の生垣緑1ヒ

に努める。
18

■道路境界剖に生じる小スペースについては、積極的に緑1しを図る。 18

日敷地面積に対して、緑地率で5%以上、もしくは緑被率で 15%以上を確保するものとする。

ただし、屋上緑イしおよび壁面緑化はその対象としない。
19

(6)
設備

■エアコンの窒外機や給湯器などの設備機器類、またごみ集積場や倉障などの付帯古色設に

ついては、道星各などの公共空間から見えないような場所へ設置することとする。困難な

場合は、建築物本体と一体イヒし、同調して目立たないような工夫をすることとする。

20

2.開発行為 ページ

■擁壁については、周辺の風景と調不Bした形態意匠及び素材となるよう工夫をすることとする。 21

3.土地の開墾及びその他の土地の形状の変更 ページ

■関尭後の土地の形状が、周囲の風暴と不調和にならないようにする。 23

■造成については町要晨小限のものとし、現状の土地形状を箸しく変更することの声dいようにする。 23

4.屋外における物件の堆積 ページ

■堆積物が通りから見えないように遮敲するなどの工夫をする。 24

5.特定照明 ページ

■地域の夜間の風景を損なう、過度の明るさや色彩の照明を避ける。 24
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②国道331号沿道景観形成重点地区

2.開発行為 ページ

■擁壁については、周辺の風景と調不Bした形態意匠及び素本オとなるよう工夫をすることとする。 21

■開発行為により生じた法面などについては、周辺の風景と調和 した緑イヒなどにより修景を行う。 22

4.屋外における物件の地積 ページ

■推積物が通りから見えないように遮破するなどの工夫をする。 24

9

1.建築物・工作物 ページ

(1)
配置・高さ

■山野員毛からの眺望を阻害しない高さ 。配置となるように努め、その高さは屋上部に設け

る建築設備を含めて、15m以下かつ4[皆以下とする。

※以上の高さ制限については、公益上やむを得ない理由 (津波避難ビル指定を前提とした計画など)又は

その他市長が認める理由があると認められる場合で、高さ制限を緩和しても風忌づくりの方針に則り良

好な風景の形成を図ることメ〕てきると認められる場合は、高さ制限嚇展不Dを受けることができる。

10

日太陽光パネルを設置する場合は、周辺の風景との調不日に配慮するとともに、道路や
ノム`園な

どの′ム`其の場所から目立たないよう配置などを正夫する。
‖1

(2)
意匠 素材

■山賎毛や白銀堂などの歴史環境や背景となる漁潜の風景に配慮し、外壁に自然素材を使

用するなど、街なみに調不□した風景を形成するように努める。
11

■建築物の屋根の形状については、赤瓦幻配屋根とし、寄棟を可能な限り採用する。 12

(3)
色彩

日外壁の基調色はマンセルカラーパレットにおいて、5R～ 5Yで明度8以上、彩度2以
下とする。

13

■アクセントカラーについては、壁面の垂直投影面積の10%未満においてその限りではなし屹

ただし一般住宅においては壁面の垂直投茅面積の5%未満とすa
14

(4)
敷地 。外構

田道路に面する塀などの外構部などの仕上げ柑については、琉球石灰岩の相方積みもしく

は切り石張りとするように努める。
15

■柵などを設置する際は、可能声d限り遵路境界線から後退させ、解放された公異性のある

空間づくりに努める6

15

ロプロック塀やコンクリート塀、金網など、自藤素材でない無機質な材料を使用する場合

は、塗装などによる修景に努める。
16

日玄関アプローチ部については、可能な限り琉球石灰岩切り石張りとする。 17

■隣地境界部に塀や柵を設置する場合は、圧迫感を与えない高さとするように努める。 17

(5)
緑化

■駐車場については周辺からの見え方に配慮し、道路境界付近への植栽、外周の生垣緑化

に努める。
18

田道路境界部に生じる小スペースについては、積極的に緑イヒを図る。 18

■敷地面積に対して、緑地率で 5%以上、もしくは緑被率で ¶5%以上を確保するものとする。

ただし、屋上緑イヒおよび壁面緑化はその対象としない。
19

(6)
設備

■エアコンの室外機や給湯器などの設備機器類、またごみ集積場や倉庫などの付帯施設に

ついては、道路などの′△`崇空間から見えないような場所へ設置することとする。困難な

場合は、建築物本体と一体化し、同調して目立たないような工夫をすることとする。

20

3.土地の開墾及びその他の土地の形状の変更 ページ

■開発後の土地の形状が、周囲の風景と不調不0にならないようにする。 23

■造成については町要最小限のものとし、現状の土地形状を著しく変更することのないようにする。 23



3-2.景観形成基準内容の解説

1.建築物・工作物

(司 )配置・高さ

山厳毛から漁港への眺望を阻害しない高さ。画己置となるように努め、その高さは

屋上部に設ける建築設備を含めて、10m以下 (ジ ョーグヮー景観形成重点地区)

もしくは屋上部に設ける建築設備を含めて、15m以下かつ4階以下 (国道33
1号沿道景観形成重点地区)とする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

考え方

山顛毛のある丘は、地域住民に親しまれ大切にされていた場所です。そこから見

える漁港やハーレーの旗振りなどは、海との関係性の上に築かれてきた糸満らし

い風景です。この風景を會るため、山簸毛から見下ろした際に、漁港への眺望を

阻害しないよう、高さは出来るだけ低く抑えます。やむを得す高さが跡要な場合

は、敷地内での配置を工夫し、眺望を阻害しないように'します。

◇高さ

0

もしくは

19h服下かつ4贈既下

計画地周辺の既存住宅などの立地状況により山厳
毛から漁港への良好な眺望が確保されている場
合は、その眺望を阻害しないように建物の配置
を検討しましょう。

※以上の高さ制限については、′ム`益上やむを得ない理由 (津波避難ピル指定を前提とした計画や′ム`其性の高いアン

テすの設置など)又はその他市長が認める理由があると認められる場合で、高さ制限を緩不Bしても風景づくりの

方針に貝」り良好な風景の形成を図ることができると認められる場合は、高さ制限の緩不0を受けることができる。

※テレビアンテすなどの簡易なアンテナ設備については建築設備の文」象外とします。

※水害への対策として盛土をする場合、高さ 60 clれまでは認めることとします。

静
団
地
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1.(1)配 置・ 高さ

1.(2)意 匠・ 素材

太陽光パネルを設置する場合は、周辺の風景との調和に酉B慮するとともに、道路

や′ム`園などの′ム`其の場所から目立たないよう酉E置などを工夫する。
基準

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

太陽光パネルは新しいエネルギー政策の一環として多くの場所で設置が進めら

れています。しかし人工的な構造物である太陽光パネルは、風景に与える影響も

大きく、設置にあたつては十分な配慮をする町要があります。

【高さ・位置の調節】  |

◇建築物と一体で設置する場合◇単独で設置する場合
損斜を合わせる い

勾配屋根に設置する場合  既淳の陸屋根に設置する場合

曜捜の騒とき昼を趣えなしヽ
‐
 ヽ 1ヽfr~

視点場にパネル面が向かない

ようにし、視点場から見えに

くい位置に設置する。

適路にパネル面が向かないように設置し、かつ緑化に

よる目隠しを行う。

基準
山簸毛や白銀堂などの歴史環境や背景となる漁港の風景に配慮し、外壁に自然素材

を使用するなど、街なみに調和した風景を形成するように努める。

対象地

区
ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

周辺の歴史・ 自然の風景とまちなみに調和するよう、外壁には自然素材等をできる

だけ使用します。特に古くから沖縄で使われている伝統的な素材は、積極的に利用

します。自然素材は、経年変イしによつて風景にとけこんで、味わいのある風景をつ

くりだしますまたコンクリート等の自然素材でないものを使用する際には、仕上げ

や色彩を正夫して風景に馴染むものとなるよう心掛けましょう。

※ミラーガラスや無塗装金属板、タイルなど反射の大きい素材を大量に使用することは控え

ましょう。使用する際はごく小さい面積で、周辺に配慮 した配置となるようにしましょう。

ミラーガラス
◇避けた方が良い素剤

赤瓦

__藁 雄
=

◇おすすめの素材 ◇配慮が財要な素材
ヨンクリマ ト

ましょう

11



1.(2)意 匠・ 素材

建築物の屋根の形状については、原則として赤瓦畑配屋根とし、寄棟を可能な限

り採用する。
基準

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区

赤瓦の建ち並ぶ風景は沖縄の伝統的な集落をイメージさせ、さらに沖縄では、伝

統的に強風に対処するため、最も被害が少ない寄棟造りで屋根を造つてきまし

た。また、かつて糸満市には司馬違太郎が「)中縄の中で一番美しい」と評した赤

瓦の屋根が並ぶ風景がありました。景観形成重点地区では、この赤瓦の屋根が並

ぶ風景の再生を目指します。

考え方

赤瓦寄棟造りの住宅

可能な限り害棟屋根を採用 しましょう。脅棟屋根が難 しい場合でも、できるだけ道路側に畑配

屋根 (4～ 5寸以上)を採用することで、周辺の景観と調不□することができます。

入母屋屋根 切妻屋根

◇屋根形状

△◎

寄棟屋根

基準 建築物の屋根の形状については、赤瓦勾配屋根とし、脅棟を可能な限り採用する。

国道 331号 沿道景観形成重点地区対象地区

赤瓦の建ら並ぶ風景は沖縄の伝統的な集藩をイメージさせ、さらに沖縄では、伝

統的に強風に対処するため、最も被害が少ない寄棟造りで屋根を造ってきまし

た。また、かつて糸満市には司馬遺太郎が「

'中

縄の中で一番美しい」と評した赤

瓦の屋根が並d風景がありました。景観形成重点地区では、この赤瓦の屋根が並

心ヽ風景の再生を目指します。

者え方

可能な限り奇棟屋根を採用 しましょう。寄棟屋根が不可能な場合でも、できるだけ道路側に畑

配屋根 (4～ 5寸以上)を採用することで、周辺の景観と調和することができます。

◇屋根形状

△◎

寄棟屋根 入母屋屋根 切妻屋根
赤瓦寄棟造りの住宅

12



1。 (3)色彩

外壁の基調色はマンセルカラーパレットにおしヽて、5R～ 5Yで明度8以上、彩

度2以下とする。
基準

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号 沿道景観形成重点地区

者え方

色彩は風景に大きな影響を与えます。周辺の自然の風景や建築物等との統一

性や連続性を者慮し、とりわけ赤瓦屋根との調不□を意識した色彩計画をたて

ましょう。

YRfi

H 06 1 19 2 とS e 4 S I ' 3 , 1●  12 14

と虫と1山臨』

H OB l ,じ  た と

H O, 1 13 2 25 3 4 S I ' 3 0 10 12 14

外戯の螂
Iジョーグヮ部 区'日印と331沿嶽 観彫醜 区】

◇沖縄の風土にあつた色を考える

①太陽光の性質

低緯度地域では太陽光が赤みをおびる性質があり、その光には赤や暖かみのある色が美し

く映えます。また、強光のため、光を柔らかく拡散させる多孔質 。つや消しの表情や素朴感が

好まれる傾向にあります。

②地域のイメージカラー

紅型や祭りに見られる多色調和のように、明るい配色は沖縄らしさのひとつです。ただし建

築物の色には、これらの色彩はアクセント程度に用いることとします。

③自然環境色

鮮やかな海の色や白い砂などのコントラス トが強い自然環境色は、沖縄ならではの色の財

産です。沖縄では全体的に濁りの少ない名清色風土だと言えます。

④土石の色

土石の色はその地域の景観基盤色となるため、そのまままち並みの色の基準として考える

ことができます。そのほか地域文化に関わりの深い色を引き立てるような色彩とします。

⑤現在のまちの色

現在のまちの色も地域の風土が生んだものとして尊重しましょう。

参考 :沖縄県景観形成ガイドライン
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1。 (3)色彩

基準
アクセントカラーについては、壁面の垂直投影面積の10%未満においてその限

ただし一般住宅においては壁面の垂直投影面積の5%未満とする。りではない。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

考え方

アクセントカラーは小さな面積に用いて全体を引き締めたり、賑わいや楽しさを

演出するのに効果的です。派手にならなしヽ程度に個性を演出しましょう。また基

準は各壁面において計算されますが、建物は面ではなく立体で見えるため、全体

を通してバランスの良い色彩計画をたてましょう。

◇アクセントカラーの色

アクセントカラーの色については原色や蛍光色のような主張の強い色は避けましょう

一般住宅のイメージ商業施設のイメージ

: l i~¬

!    i  I

アクセントカラー合計 10%未海

アクセントカラー合計
5%未痛

基準
屋根の基調色はマンセルカラーパレットにおいて、R、 YRで明度4以上7以下、

彩度4以上8以下とする。なお、剣配屋根についてのみ適用するものとする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区

者え方

屋根は原則として赤瓦を用いますが、赤瓦を使うことができない場合においての

み、上記の色彩の範囲で屋根の色彩を計画してください。なお勾酉3屋根としない

場合にはこの基準は適用されません。

い
●
■
ｒ

中
，

田
■

|

8

,

3

3

4

3

2

3

2

1

11

YR
「
藝
■

子111:■と:li!!

出 08 1 lⅢ  2 25 3 4 5 1  ,  0 0 10 '2 14

0

B

,

む

3

〔

屋根の色鞠 田

〔ジョークヮー景観形成重点地区】
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1.(4)敷 地・ 外構

基準
道路に面する塀などの外構部などの仕上げ材については、王́L球石灰岩の相方積み

もしくは切り石張りとするように努める。

ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区対象地区

琉球石灰岩は県内各地で産出され、城壁や石畳などに古くから用いられてきた、

伝統的な素材です。こういつた自然素材は、年月を重ねることで風合いを増し、

味わいのある風景を演出します。現在ではコンクリートブロック等が普及してい

ますが、重点地区では沖縄らしさを表す琉球石灰岩をできるだけ使用します。

者え方

切り石張りは、右に示す方形割肌、方形ビシャン、乱形

割り肌、乱形ビシャンの仕上げとすることで石積みに近

い風合いの塀をつくることができます。また、既存のコン

クリートブロック塀に対して切り石を張り合わせること

で自然な風合いをつくりだすことができるため、1多景の

材料としても適しています。

方形割肌 方形 シャン

出典 :おきなわ景観素本オBOOK
乱形ビシヤン

基準
柵などを設置する際は、可能な限り道路境界線から後退させ、解放された公共性

のある空間づくりに努める。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

歩行者にとって、空間的なゆとりは快適な生活環境を構成する重要な要素であ

り、ゆとりある歩行空間を確保することは、魅力的な風景の形成に繋がります。

そのため、道路境界線との間に柵などを設置する場合には可能な限り後退させま

しょう。また後退した部分は、道路と一体的な舗装の正夫や緑化を行うと、公共

性のある空間づくりにはさらに効果的です。

…

・

―

・

ｄ

ｌ

。

―

。

―

道路境界から後退させた柵

″ | ・■二

I

塀を道路境界線から後退させることで、空間的

なつながりを形成しましょう。
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1。 (4)敷地・ 外構

基準
ブロック塀やコンクリート塀、金網など、自然素材でない無機質な材糾を使用す

る場合は、塗装などによる修景に努める。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

塀や柵 。金網などの外構は公共空間との境界にあたり、沿道の風景を形作る上で

重要な要素です。魅力的な沿道の風景をつくるために、自然素材でない材料を使

用する場合には塗装や仕上げの工夫により修景を行います。塗装等を施す際に

は、建築物との調不0にも配慮したものとしましょう。

前面緑イしにより修景仕上げが人工的にならないように

工夫 (他都市の例)

色彩を建築物と合わせ

前面緑1ヒにより修景

基準 可能な限リヒンプンを設置する。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区

考え方

ヒンプンは琉球建築の民家における典型的な様式のひとつで、外から直接内側が

見えなしヽようにする「目隠し」としての機能を担つており、また魔物の進入を防

ぐための「魔除け」としての信仰的な役割も担つていると言われています。また

その素材は、瓦、石積み、石の一枚板、生垣など様々なものでつくることができ

ます。赤瓦屋根が連なる伝統的な沖縄の民家の再生を目指しているジョーグヮー

地区では、構成要素の一つとしてヒンプンを可能な限り設置しましょう。

生垣のヒンプン伝統的なヒンプンの設置 自然石を使用し道路境界

に設置したヒンプン
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1.(4)敷 地・ 外構

基準 玄関アプローチ音8については、可能な限り琉球石灰岩切り石張りとする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

民有地と公共空間をつなぐアプローチ部は、家の顔であると同時に公共空間から

容易に視認できる場所です。重点地区ではこのアプローチ著8を琉球石灰岩切り石

張りとすることによつて趣のあるものとします。

アプローチを琉球石灰岩の石張りとし、沖縄らしい趣のあるたたすまいとなつています。

隣地境界部に塀や柵を設置する場合は、圧迫感を与えない高さとするように努める。基準―

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

考え方 |

歩さやすく快適な歩行者空間を確保するため、柵や塀等の圧迫感を軽減し、安心

して歩くことの出来る歩行環境を整えることが重要です。隣地境界部や道路等と

の境に柵や塀を設置する際には、高さはできるだけ低くし、圧迫感を軽減します。

さらに生垣と組み合わせる、塀や柵に自然素材 (琉球石灰岩や木材など)を用い

ることで、ゆとりある歩行空間を整えることができます。

ている
自然石を用いて高さを抑えた塀に緑化を組み合

わせている

17



1。 (5)緑イヒ

基準
駐車場については周辺からの見え方に配慮し、道路境界付近への植栽、外周の生

垣緑化に努める。

ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区対象地区

公共空間から見える屋外駐車場は、積極的に緑化します。特に商業施設や公共施

設に付帯する駐車場、駐車場営業のための駐車場などの大規模な屋外駐車場につ

いては、風景のか断要素となつたり、殺風景な印象を与える可能性が高く配慮が

跡要です。風景の一体性や連続性に配慮した計画となるよう心がけます。

者え方

◇配置の工夫

& 載 駐車場を建物の裏に配置することで、通りから

直接見えないようにすることができます。▼~猛

訂
~

m

◇緑化による修景

葺
…~・
こ

鵬

|― 11 1蝉

一ず
主埼

公共空間に隣接する際は、生垣等により目

隠しを設置 しましょう。

建物の前面に駐車場を設置する場合は、植

栽ブロックなどを使用 し修景しましょう。

基準 道路境界部に生じる刺ヽスペースについては、積極的に緑イしを図る。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

道路境界部は民地と公共空間との境で多くの人が見ることの出来る場所です。快

適でゆとりある歩行空間を確保するため、道路境界部に生じる小スペースにつしヽ

ては、積極的に緑イしを図ります。特に道路に面した敷地境界の周辺や角地など人

集まる所に多く緑化することで、周辺の風景や歩行者へ配慮します。の目が多く

柵 ◆塀

角地への緑イヒ 壁面と道路との境界を緑イし

境界
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1。 (5)緑イヒ

基準
敷地面積に対して、緑地率で 5%以上、もしくは緑被率で 15%以上を確保する

ものとする。ただし、屋上緑化および壁面緑化はその対象としない。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号 沿道景観形成重点地区

考え方

糸満市の豊かな自然の風景に馴染み、その風景をより魅力的なものとするために

は、敷地内におしヽても積極的な緑イしが望まれます。また、緑化によつて建築物に

よる圧迫感・威圧感の軽減や、快適で親しみやすい風景をつくる効果も得られま

す。重点地区内では、緑化の効果が十分得られるよう上記の基準を守つた緑化計

画を立てましょう。また屋上緑地等は環境への配慮には効果的であるものの、公

共空間から容易に視認することができないため、対象外とします。

【緑地率】
値込地や値親升ゝ芝生地などの面積の螂洵を敷地

面積て昧した割合.

敗地面積tAl□

繰地面積la)■

線地率=(B1/鶴

【緑被朝
独地全体の中で、植本などのラ測される完威形の投膨

面積と整生などの面積の掛和を独地面積で,泉した副台。

数地面積lAl□

徹被面積lCl■■

緑被率=lC1/(対

★参考 :緑地率・緑被率の算定

16.2耐

樹吉30m、 検張3,Om

,On

※推奨樹木

。モンパノキ

・リュウキュウマツ

・サンダンカ

・クロキ

・カンヒザクラ

【緑被率】

(芝 十道路境界部緑化十中木 2本)× 100/敷地面積

= (16.2+3+(1.5× 1.5× 3.14× 2))× 100/160

=20.8% ≧ 15%

【緑地率】

(芝 十道路境界部緑化)× 100/敷地面積

=(16.2+3)× 100/160

≒12.0% ≧ 5,0%
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司。(6)設備

基準

エアコンの室外機や給湯器などの設備機器類、またごみ集積場や倉庫などの付帯

施設については、道路などの公共空間から見えないような場所へ設置することと

する。困難な場合は、建築物本体と一体化し、同調して日立たないような工夫を

することとする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

糸満地区の目指す歴史や伝統を大切にしながらも賑わいのある豊かな風最を倉」

るため、設備機器類や付帯施設については、道路などの′△`其空間や主な視点場か

ら、できるだけ見えない位置に設置するようにします。見えない配置が困難な場

合は、国隠しを設置する、建築物と一体となつた意匠・形態・色彩とすることで、

日立たない屋外設備になるよう努めます。

0鋼
>

◇配置の工夫

室外機等の比較的小型なものについては、道路等から

見えない場所に配置することで、日立たないようにす

ることができます。

◇目隠しの設置・ 色彩の工夫

付帝藤設

植栽等で日隠し    色彩の統一 木柵などで目隠し

|

鶴 竜策的 魏
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2.開発行為

基準
擁壁については、周辺の風景と調和した形態意匠及び素材となるよう工夫をする

こととする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号 沿道景観形成重点地区

考え方

建築行為等を行う際に擁壁が生じることは少なからすあります。また造成などを

伴う開発行為の場合は、擁壁が風景に大きな変化を与えることにつしヽても認識

し、十分な配慮が隊要となります。そのため擁壁が生じる場合には、分節イしして

できるだけ小さくなるようにする、素材や仕上げが風景と調不□するよう工夫す

る、緑化によつて修景する等の工夫をします。

小さな擁壁を複数組み合わせます

>

大きな擁壁は圧迫感を与えます。

法面と擁壁を組み合わせます。

ｒ

“

，
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2.開発行為

基準
開発行為により生じた法面などについては、周辺の風景と調不Bした緑化などによ

り修景を行う。

対象地区 国道 331号 沿道景観形成重点地区

者え方

開発行為によつて法面が生じる場合には積極的に緑化を図ります。また法面の高

さが高い場合や長大になる場合には、小段を設けて分節イししたりtム]配を緩くとつ

たりすることで元の地形の特徴を残し、周辺の風景と調和することができます。

コンクリート法面の枠を植栽枡に利用した緑化 コンクリートプロツク法面にワイヤーを張

り、ツタを這わした緑イヒ
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3.土地の関墾及びその他の土地の形状の変更

基準 開発後の土地の形状が、周囲の風景と不調和にならないようにする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

土地の開墾等の土地の形伏の変更を行う行為は、規模が大きく、開発後にそのま

まにすると風景に大きな影響を与えます。できるだけ土地の形状に沿つて最可ヽ限

の開発とし、開発後は緑化等による修景を行います。 ・

>

開発前後で周囲からの風景が大きく変化し

ないように配慮します。

基準
造成については跡要最増ヽ限のものとし、現状の土地形状を著しく変更することの

ないようにする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

者え方

大規模な造成は既存の風景を一変し、緑豊かで良好な景観形成に影響を与えま

す。造成を行う際は跡要最小限に、既存の地形を活かしたものとなるよう配慮が

跡要です。また造成後には適宜緑化を行うなどして、修景します。新たに植栽を

行う際は、周囲に見られる樹種を用いることが望ましいです。

▼

擁壁 と法面を組み合わせ、法面は積極的に

緑化 します。擁壁も緑化ブロックを使用す

るなどして調和を図ります。

擁壁を細かく分割 し、見上げた り見下ろし

たりした場合にアイス トップとなるような

植栽を検討 します。
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4.屋外における物件の堆積

基準 堆積物が通りから見えないように遮敲するなどの工夫をする。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区、国道331号沿道景観形成重点地区

考え方

屋外における堆積は、その姓積の場所や形状により雑然とした印象を与えたり、

風景の連続性を遮断するなど、眺望の妨げとなる場合があります。姓積を行う際

は、できるだけ高さを抑える、整然と配置する、周辺を囲つて見えないようにす

る等の配慮が跡要です。

◇雄積物の高さを抑える

「苛~・うa ｅ
▲
阻
■
ｎ t     a aa

堆積物の高さはできるだけ抑え、分害Jで きる場合は分けて積み上げることで、周辺の風景

に配慮することができます。

◇雄積物を遮断する

樹木や塀で遮蔽する場合は、十分に遮蔽の効果が発揮できる高さとします。周辺の地形や

視点場の位置に合わせて、効果的な遮蔽措置を講じる必要があります。

5.特定照明

基準 地域の夜間の風景を損なう、過度の明るさや色彩の照明を避ける。

対象地区 ジョーグヮー景観形成重点地区

者え方

屋外照明は夜間の安全な通行を助ける機能や防犯の役割として重要であり、ま

た、商業地においては、建物への誘導や賑わいのある夜間景観の演出にかかせな

いものです。しかし、過度な明るさや派手な色彩、点減光などは藩ち着いた夜間

景観を舌とす融れがあります。安心・ 安全な生活を守るための1幾能を確保しつつ、

光の向きや明るさに十分配慮した照明計画が跡要です。

◇安全性、効率性、快適性を確保した上で、町要最小限とする

◇照明器具の昼間の見え方に配慮し、周辺の風景を乱さない控

えめな意匠・デザインとする

◇照明器具本体の色彩も周辺の風景や建築物本体と調不□するも

のとする

◇ネオンサインや映像を映し出す電光掲示装置、点滅照明等は

祭りなど一時的なものを除いて原貝」設置しない    .
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